
◇エレベーターに異常を感じた時は、使用せずに『住宅センター』または『メーカー』

　へ連絡してください。

　無理に使用すると、重大な事故に発展してしまう恐れがありますので「閉まらない扉

　を無理矢理閉める、ボタンを何度も押す、揺らす」などの行為は、絶対に行わないで

　ください。

◇万が一、エレベーターの中に閉じ込められてしまったときは、無理に脱出しようとせ

　ずに、エレベーター内の非常ボタン（受話器のマーク）を押して、外部に助けを求め

　てください。

エレベーターの使用について

○ 地震のとき…

・地震を感知すると、エレベーターは最寄階へ停止して扉を解放しますので、その間に

　エレベーターから避難してください。

　注)最寄り階に停止はしますが、利用中に揺れを感じたら念のため全ての行先階ボタン

　　 を押してください。

・その後扉が閉まり、外部からボタンを押しても扉は開きません。

・揺れが軽微だった場合は、一定時間経過後に自動復旧し使用できるようになりますが、

○ 火災のとき…

・火災発生時の避難には、エレベーターは使用しないでください。途中で停電する可能

　性があり危険です。

・エレベーター利用時に火災発生を検知すると、あらかじめ設定された避難階へ直行し

　扉が解放されますので、その間に避難してください。

○ その他注意事項

・エレベーター敷居の溝に、異物（ゴミ、小石、落とし物など）が詰まると扉が動かな

　くなり、エレベーターが使用出来なくなります。

　雪についても同様です。エレベーターに乗る前に、靴などについた雪を落してから

　ご利用ください。

　注)すき間からごみを捨てる行為なども絶対にやめてください。

・エレベーター内で暴れたり、ゆすったりすると安全装置が働き、急停止して閉じ込め

　られる可能性がありますのでお止めください。

　またボタン類の破損等により使用出来なくなる場合もありますので、固いものや鋭利

　なもので押すなどの行為はお止めください。

　強い揺れのあとは、技術者の点検を受けるまで復旧されません。

エレベーターの異常について

《 非常ボタンの例 》

・エレベーターの復旧は、病院や官公庁が優先されます。強い揺れが広範囲に及んだ時

　は、復旧までにかなりの時間を要しますのでご了承ください。


